
ヘルメットの上に
GPSアンテナ

スマートフォン．
ネット接続と位置表示

セグウェイ

写真1　公園の中をパーソナル・モビリティで移動するようすを
ロギング
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■ 公園内で測位データを
元に観光案内する実験

● 時速10 km以下の移動をトレース
　浜松地域活性化ICT技術研究組合は，老若男女の
被験者にPMV（パーソナル・モビリティ・ビークル）
を使ってもらう社会実験を行いました（1）．
　場所は浜松市西区のはままつフラワーパーク（2）で
2017年の7月から9月の日曜日のうちの4日間です．
　利用したPMVはセグウェイ社のNinebot mini（3）に
ハンドルを追加したものです．横2輪の立ち乗り型
PMVで，最高時速は10 km/h程度です．80歳代の方
も問題なく乗っていました．

● データ取得が目的なのでRTK測位も行う
　PMVとスマートフォン・アプリによる案内で，被
験者には観光地を効率よく楽しく移動してもらい，そ
の基礎データを取得するのが本実験の目的です．
　被験者は観光案内アプリ（ここで用いる位置情報は
スマートフォンに内蔵された従来精度の衛星測位タイ
プ）を使い，PMVに乗ってフラワーパーク内を観光し
ます．
　同時に，高精度衛星測位技術によるPMVに乗った
被験者の位置および慣性運動のデータを収集しました．
高精度衛星測位技術の実用化のためのノウハウの取得
と，PMVの運転挙動の解析のためです．ここに私た
ちの研究グループが協力しました．

● スマートフォンの通信回線を使って小型パソコン
で測位＆ログ取得
　被験者は写真1のような装備を身につけます．
　PMVの運転では，安全のためヘルメットを着用し
ます．本実験ではヘルメットに衛星測位用のアンテナ
を付けました．ウェスト・ポーチには小型パソコン（ラ
ズベリー・パイ），電池，衛星測位用モジュールが入
っています．アンテナ線はこのモジュールにつながれ
ます．
　PMVのハンドルにはスマートフォンを固定しまし
た．観光ナビゲーション・アプリで被験者に情報提供
を行います．ウェスト・ポーチ内のラズベリー・パイ
に高精度位置測位のためのインターネット通信をテザ
リングで提供する，内蔵の慣性センサで移動のようす
をロギングする，といった用途も兼ねます．

● 実験内容
　1回当たり5人の被験者がそれぞれPMVによってフ
ラワーパークを1周します．2人のインストラクタが
引率します．
　被験者のほとんどはPMV初体験であるため，15分
程度の練習のあと，インストラクタに付いてパークを
1周します．距離は約2.5 km，高低差は約20 mです．
所要時間は休憩も入れて1回1時間強です．

● 測位システムの構成
　被験者が使った高精度衛星測位システムの構成を表1
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